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『
学
の
実
化　

大
学
昇
格
・
千
里
山
学
舎
開
設
１
０
０
年
記
念
誌
』

の
刊
行
に
つ
い
て

年
史
編
纂
室

記
念
誌
刊
行
の
経
緯

　

関
西
大
学
で
は
、
二
〇
二
二
年
の
大
学
昇
格
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
、『
学
の
実

化�

大
学
昇
格
・
千
里
山
学
舎
開
設
１
０
０
年
記
念
誌
』（
二
〇
二
二
年
六
月
五
日

発
行
、
Ａ
5
判
、
三
七
五
ペ
ー
ジ
）
を
刊
行
し
た
。
本
書
は
、
新
出
の
山
岡
家
文

書
や
年
史
編
纂
室
が
所
蔵
す
る
資
料
を
活
用
し
、
大
学
昇
格
期
の
内
容
を
中
心
と

し
た
書
下
ろ
し
の
記
念
誌
と
な
っ
た
。

　

二
〇
一
六
年
の
大
学
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
事
業
が
終
了
し
、
年
史
編
纂
室
が

次
の
大
き
な
節
目
と
な
る
大
学
昇
格
一
〇
〇
年
に
向
け
て
検
討
を
始
め
た
の
は
、

二
〇
一
七
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
で
あ
っ
た
。
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
事
業
で
は
、
写

真
集
『
関
西
大
学
１
₃
０
年
の
あ
ゆ
み
』
と
併
設
校
向
け
の
副
読
本
『
関
西
大
学

を
ま
な
ぶ
』
の
二
冊
を
刊
行
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
当
初
は
、
年
史

編
纂
室
と
博
物
館
で
記
念
展
示
会
を
開
催
し
、
充
実
し
た
展
覧
会
図
録
を
編
纂
す

る
の
は
ど
う
か
と
い
っ
た
内
容
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。

　

二
〇
一
七
年
末
に
な
り
、
当
時
の
理
事
長
か
ら
、
関
西
大
学
が
大
学
昇
格
一
〇

〇
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
年
史
編
纂
委
員
会
に
お
い
て
、
記
念
誌
の
刊
行
に
つ

い
て
検
討
し
て
ほ
し
い
旨
の
要
請
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
一
八
年
度

第
一
回
年
史
編
纂
委
員
会
（
五
月
二
十
八
日
開
催
）
に
お
い
て
審
議
し
、
記
念
誌

の
刊
行
と
、
記
念
誌
の
編
集
方
針
や
デ
ザ
イ
ン
等
を
検
討
す
る
た
め
、
小
委
員
会

の
設
置
が
了
承
さ
れ
、
大
学
昇
格
一
〇
〇
年
記
念
誌
の
編
纂
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

図 1　記念誌『学の実化』（表紙）
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委
員
会
に
つ
い
て

　

関
西
大
学
で
は
、
年
史
編
纂
に
関
す
る
資
料
収
集
、
整
理
及
び
活
用
等
に
関
す

る
業
務
を
推
進
す
る
た
め
、
関
西
大
学
年
史
編
纂
委
員
会
（
以
下
、
年
史
編
纂
委

員
会
）
が
置
か
れ
て
い
る
。
実
際
の
記
念
誌
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
年
史
編
纂

委
員
会
の
も
と
に
、
編
集
方
針
の
策
定
、
原
稿
執
筆
と
そ
の
検
討
等
を
行
う
小
委

員
会
を
設
置
し
、
小
委
員
会
が
実
質
的
に
記
念
誌
の
編
纂
活
動
を
担
っ
て
い
る
。

小
委
員
会
は
、
年
史
編
纂
委
員
会
の
副
委
員
長
が
小
委
員
会
委
員
長
と
な
り
、
年

史
編
纂
委
員
会
委
員
か
ら
若
干
名
を
小
委
員
会
委
員
と
し
て
選
出
す
る
。

　

今
回
の
記
念
誌
で
も
、
既
刊
の
年
史
編
纂
時
と
同
じ
よ
う
に
小
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
叙
述
の
中
心
が
大
学
昇
格
期
の
関
西
大
学
と
な
る
こ
と
か
ら
、
旧
制
大
学

期
で
設
置
さ
れ
て
い
た
法
学
部
、
文
学
部
、
経
済
学
部
、
商
学
部
か
ら
選
出
の
委

員
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
遷
に
造
詣
が
深
い
環
境
都
市
工
学
部
選
出
の
委
員
を
小

委
員
会
委
員
に
選
出
し
た
。

　

小
委
員
会
で
取
り
ま
と
め
た
案
は
、
年
史
編
纂
委
員
会
で
審
議
・
検
討
を
行
い
、

了
承
を
得
る
と
い
う
手
続
き
を
と
り
、
年
史
編
纂
委
員
会
で
出
さ
れ
た
意
見
は
、

さ
ら
に
小
委
員
会
で
検
討
し
、
編
纂
作
業
に
反
映
さ
せ
た
。
記
念
誌
刊
行
ま
で
に

小
委
員
会
は
十
一
回
、
年
史
編
纂
委
員
会
は
九
回
開
催
し
、
開
催
日
時
と
各
回
の

主
な
審
議
・
検
討
事
項
は
一
覧
の
通
り
で
あ
る
。

　

今
回
の
記
念
誌
編
纂
に
関
す
る
委
員
会
と
小
委
員
会
は
、
二
〇
二
〇
年
一
月
以

降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
の
た
め
、
通
常
の
対
面
開
催
が
で
き

な
か
っ
た
期
間
は
、
書
面
で
の
持
ち
回
り
委
員
会
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
の
委
員
会
と
し
て
実
施
し
た
。

図 2　委員会の開催状況
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記
念
誌
の
編
纂
過
程

一
、
編
集
方
針

　

記
念
誌
の
編
集
方
針
は
、
小
委
員
会
で
は
二
〇
一
八
年
度
に
検
討
し
た
。
通
史

的
な
内
容
と
す
る
か
、
既
刊
の
「
あ
ゆ
み
」
の
よ
う
な
写
真
集
と
す
る
か
、
叙
述

範
囲
は
創
立
か
ら
と
す
る
か
、
大
学
昇
格
期
と
す
る
か
、
昇
格
か
ら
現
在
ま
で
の

一
〇
〇
年
と
す
る
か
、
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。
ま
た
、
関
西
大
学
が
法
律
の
専
門

学
校
か
ら
大
学
へ
昇
格
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪
財
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
山
岡

順
太
郎
の
尽
力
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
山
岡
順
太
郎
の
事
績
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
や
、
関
西
大
学
が
大
学
に
昇
格
し
た
時
期
は
、
大
阪
が
「
大
大
阪
」
と
呼

ば
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
関
西
大
学
と
大
阪
経
済
界
と
の
関
わ
り
を
解

き
明
か
す
こ
と
も
課
題
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
最
終
的
に
は
、
次
の
四
点

を
大
き
な
編
集
方
針
と
し
て
、
小
委
員
会
か
ら
年
史
編
纂
委
員
会
へ
提
案
し
、
二

〇
一
九
年
度
第
一
回
年
史
編
纂
委
員
会
（
五
月
二
十
七
日
開
催
）
で
審
議
・
了
承

さ
れ
た
。

　

①�

タ
イ
ト
ル
案
「
学
の
実
化 

大
学
昇
格
・
千
里
山
学
舎
開
設
１
０
０
周
年
記
念

誌
」

　

②
文
章
を
中
心
と
し
た
通
史
的
な
記
述
で
、
別
に
資
料
編
を
設
け
る

　

③
コ
ラ
ム
や
個
別
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
た
特
論
の
よ
う
な
部
分
を
設
け
る

　

④
叙
述
範
囲
は
、
昇
格
前
後
か
ら
予
科
校
舎
竣
工
ご
ろ
ま
で
と
す
る

　

①
の
タ
イ
ト
ル
は
、
今
回
の
記
念
事
業
の
名
称
が
「
大
学
昇
格
１
０
０
年
事
業
」

で
あ
っ
た
た
め
、
後
に
事
業
名
に
あ
わ
せ
て
「
昇
格
１
０
０
年
記
念
誌
」
と
変
更

し
た
。

　

②
に
関
し
て
は
、
既
刊
の
『
関
西
大
学
七
十
年
史
』『
関
西
大
学
百
年
史
』『
関

西
大
学
百
二
十
年
史
』
で
は
、
大
学
昇
格
期
に
つ
い
て
は
詳
し
い
検
討
が
で
き
て

い
な
い
た
め
、
こ
れ
を
機
会
に
詳
細
な
調
査
・
検
討
を
行
い
た
い
と
の
意
見
が
あ

り
、「
あ
ゆ
み
」
の
よ
う
な
写
真
集
と
は
せ
ず
、
通
史
的
な
内
容
の
記
念
誌
と
し

た
。

　

④
の
叙
述
範
囲
は
、
大
学
昇
格
期
に
焦
点
を
当
て
、
大
学
に
昇
格
し
た
一
九
二

二
年
前
後
か
ら
、
新
予
科
校
舎
が
竣
工
し
た
一
九
三
六
年
ご
ろ
ま
で
と
し
た
。
新

予
科
校
舎
は
、
千
里
山
学
舎
最
初
の
校
舎
で
あ
る
予
科
校
舎
（
一
九
二
二
年
竣
工
）

が
一
九
三
四
年
に
焼
失
し
た
こ
と
に
よ
り
一
九
三
六
年
に
新
設
さ
れ
、
こ
の
新
予

科
校
舎
の
竣
工
で
、
旧
制
大
学
期
の
キ
ャ
ン
パ
ス
景
観
が
ほ
ぼ
確
定
す
る
の
で
、

こ
の
年
を
叙
述
の
下
限
の
目
安
と
し
た
。

二
、
目
次

　

記
念
誌
の
目
次
案
は
、『
関
西
大
学
百
年
史
』
上
巻
の
大
学
昇
格
期
に
関
す
る
事

項
の
目
次
を
参
考
に
取
り
ま
と
め
、
次
の
全
十
一
章
と
し
た
。
各
章
の
分
量
も
、

『
関
西
大
学
百
年
史
』
で
該
当
す
る
記
述
部
分
の
割
合
に
応
じ
て
設
定
し
、
執
筆
分

担
を
検
討
し
た
。

　
　

第
一
章　

千
里
山
前
夜

　
　

第
二
章　

大
学
昇
格
の
機
運

　
　

第
三
章　

校
地
の
選
定
と
取
得

　
　

第
四
章　

山
岡
順
太
郎
の
登
場

　
　

第
五
章
「
大
学
設
立
認
可
申
請
書
」
と
大
学
昇
格
の
実
現

　
　

第
六
章
「
学
の
実
化
」
の
提
唱
と
展
開

　
　

第
七
章　

学
舎
の
充
実

　
　

第
八
章　

教
育
の
新
展
開
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第
九
章　

昭
和
二
年
の
紛
擾
事
件

　
　

第
十
章　

千
里
山
黎
明
期
の
課
外
活
動

　
　

第
十
一
章　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
拡
大
と
充
実

　

叙
述
の
中
心
は
大
学
昇
格
期
で
あ
る
が
、
第
一
章
は
導
入
部
分
と
し
て
創
立
と

専
門
学
校
時
代
の
関
西
大
学
を
概
観
し
、
ま
た
最
終
章
の
第
十
一
章
は
、
一
九
四

八
年
に
新
制
大
学
へ
移
行
し
た
あ
と
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
と
学
部
・
学
科
の
変
遷

を
概
観
し
、
現
在
の
関
西
大
学
へ
と
つ
な
が
る
章
と
し
た
。
小
委
員
会
か
ら
提
案

し
た
目
次
案
は
、
原
稿
執
筆
の
進
捗
に
よ
る
修
正
が
あ
る
こ
と
を
含
め
て
二
〇
一

九
年
度
第
二
回
年
史
編
纂
委
員
会
（
十
一
月
二
十
五
日
開
催
）
で
了
承
さ
れ
た
。

三
、
編
集
者
・
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
へ
の
業
務
委
託

　

二
〇
二
〇
年
度
か
ら
は
、
目
次
案
に
よ
り
原
稿
執
筆
が
本
格
化
し
、
小
委
員
会

で
は
原
稿
案
の
検
討
が
続
い
た
が
、
そ
の
過
程
で
、
大
学
昇
格
一
〇
〇
年
に
相
応

し
い
デ
ザ
イ
ン
と
、
見
や
す
さ
読
み
や
す
さ
を
兼
ね
備
え
た
記
念
誌
に
し
た
い
と

の
考
え
か
ら
、
外
部
の
編
集
者
や
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
編
纂
業
務
の
一
部
を
委

託
す
る
こ
と
が
議
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
学
出
版
部
出
版
課
の
協
力
を
得
て
、

企
業
や
自
治
体
の
周
年
記
念
誌
の
編
纂
実
績
の
あ
る
人
選
を
進
め
た
。
今
回
の
記

念
誌
で
は
、
編
集
者
、
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
校
正
者
を
依
頼
し
て
、
表
紙
・
口

絵
・
本
文
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
、
図
版
ト
レ
ー
ス
、
画
像
処
理
、
原
稿
整
理
、
校

正
、
組
版
ま
で
の
作
業
を
委
託
し
、
印
刷
用
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
案
は
、
二
〇
二
〇
年
度
末
か
ら
開
催
の
小
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
、
二
〇
二

一
年
度
第
一
回
年
史
編
纂
委
員
会
（
六
月
一
日
開
催
）
に
提
案
し
、
審
議
・
了
承

を
得
た
。

　

編
纂
業
務
等
の
外
部
委
託
の
了
承
を
得
た
こ
と
か
ら
、
小
委
員
会
で
は
、
他
大

学
を
含
む
既
刊
の
年
史
類
を
参
照
し
つ
つ
、
お
お
ま
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
し
て
、

ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
提
出
を
求
め
た
。
提
案
さ
れ
た
デ
ザ

イ
ン
案
は
お
お
む
ね
好
評
で
、
若
干
の
修
正
を
し
て
デ
ザ
イ
ン
案
を
確
定
し
た
。

小
委
員
会
で
デ
ザ
イ
ン
案
の
検
討
を
進
め
る
な
か
で
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら
提
案
が

あ
っ
た
細
身
の
フ
ォ
ン
ト
で
は
な
く
、
今
日
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

可
読
性
に
優
れ
た
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
た
こ
と
が
大
き
な
変
更
点
で
あ
っ
た
。

記
念
誌
の
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
一
年
度
第
二
回
委
員
会
（
十

二
月
一
日
開
催
）
で
審
議
・
了
承
さ
れ
た
。

四
、
入
稿
か
ら
印
刷
、
発
行
ま
で

　

ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
が
決
ま
り
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
上
旬
か
ら
、
年
史
編
纂
委

員
会
で
了
承
さ
れ
た
記
念
誌
本
文
の
原
稿
と
、
事
務
局
で
準
備
し
た
資
料
編
（
大図 3　章扉のデザイン
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学
昇
格
期
の
資
料
・
昇
格
期
略
年
表
・
学
部
学
科
等
の
変
遷
一
覧
表
等
）
を
順
次

入
稿
し
た
。
資
料
編
に
は
、「
専
門
学
校
令
」「
大
学
令
」「
関
西
大
学
学
則
」
や

『
千
里
山
学
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
山
岡
順
太
郎
の
式
辞
等
、
記
念
誌
の
内
容
に
関
わ

る
基
本
的
な
資
料
を
掲
載
し
た
。
略
年
表
は
関
西
大
学
創
立
の
一
八
八
六
年
か
ら
、

天
六
学
舎
の
増
築
が
完
了
し
た
一
九
三
七
年
ま
で
と
し
、
年
表
の
事
項
に
本
文
掲

載
ペ
ー
ジ
を
入
れ
、
索
引
の
役
割
を
兼
ね
る
よ
う
に
し
た
。

　

記
念
誌
の
執
筆
者
が
十
一
人
と
な
り
、
ま
た
執
筆
期
間
が
長
期
間
に
及
ん
だ
た

め
、
表
記
の
基
準
を
設
け
て
い
た
が
、
語
句
や
送
り
仮
名
、
出
典
や
年
号
の
記
載

に
ゆ
れ
が
生
じ
て
し
ま
い
、
そ
の
修
正
に
最
終
校
正
ま
で
費
や
す
こ
と
に
な
っ
た
。

記
念
誌
全
体
は
、
二
〇
二
一
年
度
第
三
回
年
史
編
纂
委
員
会
（
二
〇
二
二
年
三
月

二
十
五
日
開
催
）
で
審
議
、
了
承
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
年
史
編
纂
委
員
会
で
の
指

摘
事
項
の
修
正
と
、
年
史
編
纂
室
で
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
印
刷
用
デ
ー
タ

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
を
完
成
、
四
月
末
日
に
カ
バ
ー
や
見
返
し
、
本
文
用
紙
の
指
定
等
を
記

し
た
仕
様
書
と
合
わ
せ
て
印
刷
業
者
に
入
稿
し
た
。
五
月
の
連
休
明
け
に
、
年
史

編
纂
室
と
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
色
校
正
を
行
い
、
問
題
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
か
ら
、
印
刷
工
程
に
入
り
、
五
月
末
日
に
完
成
、
三
五
〇
〇
冊
が
納
品
さ
れ
た
。

　

記
念
誌
『
学
の
実
化 

大
学
昇
格
・
千
里
山
学
舎
開
設
１
０
０
年
記
念
誌
』
は
、

二
〇
二
二
年
六
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
大
学
昇
格
一
〇
〇
年
記
念
式
典
の
記
念
品

と
し
て
関
係
者
に
配
布
し
た
ほ
か
、
翌
六
月
六
日
か
ら
は
関
西
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
公
開
し
、
学
内
外
の
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
希
望
者
に
は
実
費
頒
布
を
し
て
い
る
。

　
『
学
の
実
化　

大
学
昇
格
・
千
里
山
学
舎
開
設
１
０
０
年
記
念
誌
』
仕
様

・
製
本
様
式

　

Ａ
5
判
、
三
七
六
ペ
ー
ジ
、
縦
組
、
並
製
本
＋
カ
バ
ー
巻
き

・
カ
バ
ー

図 4　本文のデザイン（40字×20行、下 1 / 3 に写真と註を入れる）
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�

ヴ
ァ
ン
ヌ
ー
ボ
ー
Ｆ-

Ｆ
Ｓ
（
ホ
ワ
イ
ト
）、
四
六
判
Ｙ
目
一
三
五
kg、
プ
ロ
セ

ス
四
色
印
刷
、
艶
有
り
ニ
ス
加
工

・
表
紙

　

タ
ン
ト
（
Ｎ
七
）、
四
六
判
Ｙ
目
一
八
〇
kg、
特
色
一
色
印
刷
、
加
工
無
し

・
見
返
し

　

ビ
オ
ト
ー
プ
Ｇ
Ａ-
Ｆ
Ｓ
（
マ
ゼ
ラ
ン
ブ
ル
ー
）、 

四
六
Ｙ
目
判
九
〇
kg

・
本
扉

　

ネ
オ
ラ
ッ
プ
（
ホ
ワ
イ
ト
）、
ハ
ト
ロ
ン
判
Ｔ
目
九
二
kg、
特
色
一
色
印
刷

・
本
文

　

�

淡
ク
リ
ー
ム
こ
は
く
、
Ａ
判
四
六
・
五
kg、
三
七
六
ペ
ー
ジ
÷
二=

一
八
八
枚

×
〇
・
一
〇
四=

一
九
・
五
五
二
ミ
リ

・
口
絵

　

�

ニ
ュ
ー
Ｖ
マ
ッ
ト
、
Ａ
判
五
七
・
五
kg、
〇
・
一
〇
八
×
四
÷
二=

〇
・
二
一

六
ミ
リ

新
し
い
資
料
の
活
用

一
、
山
岡
家
文
書

　

記
念
誌
『
学
の
実
化　

大
学
昇
格
・
千
里
山
学
舎
開
設
１
０
０
年
記
念
誌
』
は
、

大
学
昇
格
期
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
か
ら
、
特
に
山
岡
総
理
事
に
つ
い
て
は
、
既

刊
の
『
関
西
大
学
百
年
史
』
に
記
さ
れ
た
以
上
の
内
容
を
盛
り
込
む
こ
と
を
心
掛

け
た
。

　

年
史
編
纂
室
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
展
示
会
で
展
示
資
料
と
し
て
、
山
岡
家
か
ら

山
岡
順
太
郎
の
日
記
、
辞
令
書
、
書
簡
、
写
真
等
を
何
度
か
借
用
し
て
い
た
。
今

回
の
記
念
誌
編
纂
で
は
、
改
め
て
日
記
や
辞
令
書
等
を
借
用
し
、
編
纂
資
料
と
し

て
全
点
の
複
製
物
の
作
製
を
ご
快
諾
い
た
だ
き
、
二
〇
二
〇
年
度
に
写
真
撮
影
を

行
っ
た
。
二
〇
二
一
年
三
月
の
資
料
返
却
時
に
、
蔵
に
大
量
の
も
の
が
あ
る
こ
と

を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
、
山
岡
順
太
郎
や
関
西
大
学
に
関
係
す
る
資
料

の
有
無
に
つ
い
て
確
認
い
た
だ
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
後
日
、「
関
大
関
係
」
と
上
書

き
の
あ
る
手
紙
や
資
料
が
入
っ
た
封
筒
が
あ
る
と
ご
連
絡
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
年
史
編
纂
室
員
三
名
が
二
〇
二
一
年
四
月
十
九
日
に
資
料
調
査
を
行
い
、

二
〇
〇
〇
点
を
超
す
新
出
資
料
を
確
認
し
、
借
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

年
史
編
纂
室
で
は
、
ま
ず
資
料
全
体
の
概
要
確
認
を
行
い
、
新
出
の
山
岡
家
文

書
は
、
山
岡
順
太
郎
に
関
す
る
資
料
の
ほ
か
、
山
岡
順
太
郎
の
父
で
あ
る
山
岡
美

章
関
係
資
料
や
長
男
の
山
岡
倭
関
係
資
料
か
ら
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、

本
資
料
を
記
念
誌
の
編
纂
資
料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
ま
ず
、
山
岡
順
太
郎
に

関
す
る
資
料
の
内
容
確
認
を
優
先
し
て
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
関
西
大
学
関
係
資

料
、
山
岡
順
太
郎
が
経
営
に
関
わ
っ
た
会
社
関
係
資
料
、
自
筆
の
掛
け
軸
、
大
量

の
書
状
、
写
真
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
関
西
大
学
関
係
資
料
か
ら

は
、
関
西
大
学
学
歌
の
歌
詞
の
推
敲
過
程
が
分
か
る
服
部
嘉
香
の
書
状
や
、
宮
島

綱
男
が
関
西
大
学
を
辞
職
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
昭
和
二
年
の
紛
擾
事
件
の
一

括
資
料
等
の
新
出
資
料
が
見
つ
か
り
、
そ
の
内
容
と
調
査
の
成
果
は
記
念
誌
に
反

映
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
、
年
史
所
蔵
資
料
の
再
調
査

　

記
念
誌
執
筆
の
資
料
と
す
る
た
め
、
山
岡
家
文
書
の
調
査
の
ほ
か
に
、
年
史
編

纂
室
が
所
蔵
す
る
大
学
昇
格
期
の
資
料
の
精
査
も
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
古
い
会

計
帳
簿
群
に
「
寄
附
割
当
台
帳
」「
毎
月
払
寄
附
金
明
細
帳
」「
一
時
払　

毎
六
ケ

月
払
寄
附
金
明
細
帳
」「
寄
附
金
通
計
簿
」「
後
援
会
寄
附
金
明
細
帳
」
の
簿
冊
が
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あ
り
、
こ
れ
ら
が
大
学
昇
格
の
た
め
の
寄
付
金
募
集
活
動
に
関
す
る
帳
簿
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
簿
冊
は
写
真
撮
影
を
行
い
、
年
史
編
纂
室
員
で
手

分
け
し
て
「
寄
付
者
名
」「
肩
書
」「
寄
付
金
額
」「
寄
付
年
月
日
」
等
を
一
覧
表
に

入
力
し
た
。
デ
ー
タ
化
し
た
こ
と
で
、
寄
付
金
額
の
集
計
や
人
名
検
索
等
で
の
活

用
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
年
史
所
蔵
の
「
大
学
設
立
認
可
申
請
書
」
の
控
二
冊
や
「
京
阪
土
地
に

関
す
る
文
書
」
等
の
大
学
昇
格
期
の
大
学
公
文
書
も
写
真
撮
影
を
行
い
、
小
委
員

会
で
写
真
デ
ー
タ
を
共
有
し
、
詳
細
な
検
討
を
行
っ
た
。「
大
学
設
立
認
可
申
請

書
」
の
比
較
、
検
討
か
ら
、
二
冊
の
う
ち
の
一
冊
に
は
文
部
省
と
の
往
復
文
書
が

綴
ら
れ
て
い
て
、
大
学
昇
格
の
条
件
を
満
た
す
た
め
に
、
文
部
省
か
ら
の
指
示
に

よ
り
関
西
大
学
が
と
っ
た
様
々
な
措
置
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、「
京
阪
土

地
に
関
す
る
文
書
」
か
ら
は
、
一
九
二
六
年
に
完
成
し
た
大
運
動
場
の
用
地
取
得

の
経
過
が
分
か
っ
た
。
そ
の
他
、
年
史
編
纂
室
が
所
蔵
す
る
、
明
治
・
大
正
の
「
学

制
一
覧
」
や
旧
制
大
学
期
の
「
学
則
」「
大
学
一
覧
」、
旧
制
大
学
期
の
学
生
新
聞

（『
関
西
大
学
新
聞
』『
天
六
関
西
大
学
新
聞
』『
関
西
大
学
学
生
新
聞
』『
関
西
大
学

学
友
新
聞
』）
も
デ
ー
タ
化
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
・
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
を
行
い
、
こ
れ
ら
は
、
年
史

編
纂
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
年
史
関
係
資
料
）
に
掲
載
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
の

共
有
を
は
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
事
項
も
、
記
念
誌
の

随
所
に
反
映
し
て
い
る
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
年
史
編
纂
室
で
は
、
過
去
の
年
史
編
纂
事
業
に
よ
り
、
ネ
ガ

フ
ィ
ル
ム
、
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
、
プ
リ
ン
ト
写
真
を
大
量
に
所
蔵
し
て
い
る
が
、
今

後
の
年
史
編
纂
事
業
を
見
据
え
て
、
毎
年
予
算
を
確
保
し
デ
ー
タ
化
を
進
め
て
い

た
。
デ
ー
タ
化
で
き
た
資
料
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
よ
く
利
用
す
る
写
真
と
は
別
の

ア
ン
グ
ル
の
学
舎
写
真
が
見
つ
か
り
、
記
念
誌
だ
け
で
な
く
、
記
念
展
示
会
で
の

パ
ネ
ル
作
成
や
、
昇
格
当
時
の
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
模
型
作
成
の
資
料
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
学
内
刊
行
物
（『
千
里
山
学
報
』『
関
西
大
学

学
報
』『
関
西
大
学
新
聞
』
等
）
を
切
り
抜
き
分
類
し
た
資
料
も
、「
分
類
」「
タ
イ

ト
ル
」「
掲
載
紙
（
誌
）」「
発
行
年
月
日
」「
掲
載
ペ
ー
ジ
」
の
デ
ー
タ
化
（
一
覧

表
入
力
）
を
進
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
資
料
検
索
に
大
い
に
役
立
っ
た
。

お
わ
り
に

　

記
念
誌
『
学
の
実
化　

大
学
昇
格
・
千
里
山
学
舎
開
設
１
０
０
年
記
念
誌
』
は
、

年
史
編
纂
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
執
筆
は
小
委
員
会
委
員
と
年
史
編
纂
室
員
が

担
当
し
た
こ
と
、
編
纂
業
務
の
一
部
を
外
部
編
集
者
と
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
へ
委

託
し
、
編
集
や
デ
ザ
イ
ン
の
提
案
を
受
け
た
こ
と
、
新
出
の
山
岡
家
文
書
は
内
容

確
認
の
作
業
と
並
行
し
て
記
念
誌
執
筆
の
資
料
と
し
て
活
用
し
た
こ
と
、
こ
れ
ま

で
不
十
分
で
あ
っ
た
年
史
編
纂
室
所
蔵
資
料
の
活
用
を
は
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
大

き
な
特
色
と
な
っ
た
。
新
た
な
資
料
の
活
用
に
よ
っ
て
、
山
岡
順
太
郎
の
事
績
や

関
西
大
学
の
大
学
昇
格
に
向
け
た
取
り
組
み
の
解
明
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
、
十
分
に
活
用
で
き
な
か
っ
た
の
が
財
務
関
係
の
資
料
で
あ
っ
た
。
一
九
一

〇
年
代
か
ら
の
予
算
・
決
算
に
関
わ
る
資
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
専
門
学
校
時
代

と
大
学
に
昇
格
し
て
か
ら
の
財
務
構
造
や
規
模
の
変
化
、
現
在
と
の
比
較
な
ど
、

関
西
大
学
の
財
政
の
あ
ゆ
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
周
年
記
念
誌
編

纂
に
む
け
た
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　

記
念
誌
『
学
の
実
化　

大
学
昇
格
・
千
里
山
学
舎
開
設
１
０
０
年
記
念
誌
』
の

編
纂
が
き
っ
か
け
で
発
見
に
つ
な
が
っ
た
山
岡
家
文
書
は
、
年
史
編
纂
委
員
会
委

員
で
あ
る
官
田
光
史
文
学
部
准
教
授
が
代
表
と
な
り
、
関
西
大
学
な
に
わ
大
阪
研

究
セ
ン
タ
ー
の
公
募
研
究
「「
大
大
阪
」
の
時
代
と
関
西
大
学
―
山
岡
家
文
書
の
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調
査
・
研
究
を
中
心
に
―
」
に
採
択
（
二
〇
二
二
～
二
〇
二
三
年
度
）
さ
れ
、
調

査
・
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
年
史
編
纂
室
で
も
、
官
田
准
教
授
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
目
録
の
刊
行
を
目
指
し
て
資
料
の
整
理
を
継
続
し
て
い
る
。
山
岡
家

文
書
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
に
は
、
山
岡
順
太
郎
の
事
績
と
関
西
大
学

の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
、
記
念
誌
『
学
の
実
化　

大
学
昇
格
・
千
里
山
学
舎
開
設�

１
０
０
年
記
念
誌
』
に
記
し
た
以
上
の
新
し
い
発
見
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
将
来

の
年
史
編
纂
事
業
に
向
け
て
、
山
岡
家
文
書
を
は
じ
め
と
す
る
年
史
資
料
が
よ
り

よ
い
状
態
で
保
存
・
継
承
さ
れ
、
年
史
関
係
の
情
報
が
着
実
に
蓄
積
す
る
よ
う
努

め
た
い
。

（
年
史
編
纂
室　

伊
藤
信
明
）


